
‭令和７年度第１回　札幌市国民健康保険運営協議会の概要‬

‭１　日時‬

‭　　2025年９月１日（月）午後６時30分～午後７時42分‬

‭２　場所‬

‭　　札幌市役所本庁舎　12階　１号～２号会議室‬

‭　　中央区北１条西２丁目‬

‭３　出席者‬

‭（１）運営協議会委員（14名のうち出席者９名）‬

‭　　ア　公益代表‬

‭　　　　阪　正寛、田中　かおり、平野　美千代‬

‭　　イ　被保険者代表‬

‭　　　　植島　孝子、宮城　洋之、宅間　孝、石崎　康弘‬

‭　　ウ　保険医又は保険薬剤師代表‬

‭　　　　大森　幹朗、山野　勝美‬

‭（２）事務局‬

‭　　　保険医療部長、保険企画課長、保険運営担当課長　ほか‬

‭４　議案等‬

‭（１）議案第１号　令和６年度国民健康保険会計決算‬

‭　　ア　審議結果‬

‭　　　　令和６年度国民健康保険会計決算について、承認された。‬

‭（２）協議第１号　国民健康保険支払準備基金について‬

‭　　ア　審議結果‬

‭　　　　以下について、事務局の提案内容に異議がないことを確認した。‬

‭　　（ア）国民健康保険支払準備基金における新たな使途として「国・道への返還・拠　‬

‭　　　　出が必要な場合」を追加すること。‬

‭　　（イ）令和12年度の保険料賦課割合変更による負担増への対応として、トータル負担‬

‭　　　　増の軽減に配慮しつつ、激変が生じないよう両方のバランスをとることが重要で‬

‭　　　　あることから、令和８年度から令和11年度までの間、令和７年度の基金投入額で‬

‭　　　　ある1.3億円から毎年少しずつ額を減らしながら基金を投入していくこと。‬

‭　　　　　また、基金の使途④「都道府県単位化の方向性に合致し、かつ被保険者の利益‬

‭　　　　につながる場合」に基づき、保健事業（特定健診など）の各種サービスにも、現‬

‭　　　　時点で活用可能な最大額である６億円を上限として、令和８年度から令和11年度‬

‭　　　　までの間の基金活用計画を考えていくこと。‬


